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(57)【要約】
【課題】競馬レース主催者がレース前に提供する必要最
低限のデータのみを利用して、所望の回収率の配当金が
得られるように馬券を効率よく選定する。
【解決手段】
　馬券選定装置１０は、インターネット網４０を介して
、時系列オッズを含んだ競馬関連情報が蓄積されたデー
タサーバ２０と、競馬馬券を購入するための購入サーバ
３０と、にアクセス可能である。馬券選定装置１０の投
資条件設定部１４ｂでは三つの投資条件が設定される。
第１・第２投資条件では、時系列オッズの人気順の高い
方から馬をｎ又はｍ頭分（ｍ＜ｎ）選択して、選択され
た馬から構成される馬連式馬券の総組み合わせを決定す
るとともに、目標回収率を設定する。第３投資条件では
、投資条件１又は第２投資条件の総組み合わせを選択し
、この総組み合わせの中から少なくとも一通りの組み合
わせを削除して、第３投資条件の総組み合わせに設定す
るとともに、第３目標回収率を設定する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネット網を介して、少なくとも時系列オッズを含んだ競馬関連情報が蓄積され
たデータサーバと、競馬馬券を購入するための購入サーバと、にアクセス可能な馬券選定
装置であって、
　前記馬券選定装置を起動又は終了を実行する起動・終了手段と、
　前記起動・終了手段によって前記馬券選定装置が起動すると、前記インターネット網を
介して、前記購入サーバに自動的にアクセスして前記購入サーバに蓄積された前記競馬関
連情報を取得して記憶手段に記憶させる外部情報交信手段と、
　ユーザからの操作を受け付けて処理を行い、かつ、少なくとも、情報確認部と、投資条
件設定部と、が設けられた操作受付処理手段と、
　投資条件の演算を行う演算手段と、
　前記演算手段での演算結果を出力するともに前記操作受付処理手段からの指示に従って
前記記憶手段に記憶された情報を出力する出力手段と、
　を備え、かつ、
　前記情報確認部は、前記記憶手段から前記時系列オッズを取得して前記出力手段に出力
し、
　前記投資条件設定部では、三つの投資条件が設定され、
　前記投資条件設定部の第１投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｎ頭
分（ｎは３～１８の整数）選択して、該選択された馬から構成される馬番連勝複式馬券の
総組み合わせを決定するとともに、第１目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第２投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｍ頭
分（ｍは２～１７の整数、かつ、ｍ＜ｎ）選択して、該選択された馬から構成される馬番
連勝複式馬券の総組み合わせを決定するとともに、第２目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第３投資条件では、前記投資条件１又は前記第２投資条件の総組
み合わせを選択し、該総組み合わせの中から少なくとも一通りの組み合わせを削除して、
前記第３投資条件の総組み合わせに設定するとともに、第３目標回収率を設定し、
　前記演算手段は、まず前記第１投資条件の演算を開始し、前記第１投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第１目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第２投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第２投資条件の演算を行う場合には、前記第２投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第２目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第３投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第３投資条件の演算を行う場合には、前記第３投資条件の総組み合
わせについて回収率を計算し、該回収率が前記第３目標回収率を満足するか否か判定し、
前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判定を満足しなけ
れば前記第３投資条件の総組み合わせからさらに少なくとも一通りの組み合わせを削除し
て、前記第３目標回収率を満足するまで前記第３投資条件の演算を繰り返し、
　確定した前記購入馬券情報は、前記外部情報交信手段によって、前記購入サーバに提供
されることを特徴とする馬券選定装置。
【請求項２】
　前記頭数ｎが４～１０の整数であり、かつ、前記頭数ｍが３～９の整数であることを特
徴とする請求項１に記載の馬券選定装置。
【請求項３】
　前記時系列オッズが、レース直前での単勝式オッズであることを特徴とする請求項１又
は２に記載の馬券選定装置。
【請求項４】
　前記第３投資条件設定での削除方法が、前記総組み合わせの人気上位又は人気下位から
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少なくとも一通り削除することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の馬券選
定装置。
【請求項５】
　インターネット網を介して、少なくとも時系列オッズを含んだ競馬関連情報が蓄積され
たデータサーバと、競馬馬券を購入するための購入サーバと、にアクセス可能な馬券選定
プログラムであって、
　コンピュータに、
　前記馬券選定装置を起動又は終了を実行する起動・終了手段と、
　前記起動・終了手段が実行すると、前記インターネット網を介して、前記購入サーバに
自動的にアクセスして前記購入サーバに蓄積された前記競馬関連情報を取得して記憶させ
る外部情報交信手段と、
　ユーザからの操作を受け付けて処理を行い、かつ、少なくとも、情報確認部と、投資条
件設定部と、が設けられた操作受付処理手段と、
　投資条件の演算を行う演算手段と、
　前記演算手段での演算結果を出力するともに前記操作受付処理手段からの指示に従って
記憶された情報を出力する出力手段と、
　を実現させ、かつ、
　前記情報確認部は、記憶した前記時系列オッズを取得して前記出力手段に出力し、
　前記投資条件設定部では、三つの投資条件が設定され、
　前記投資条件設定部の第１投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｎ頭
分（ｎは３～１８の整数）選択して、該選択された馬から構成される馬番連勝複式馬券の
総組み合わせを決定するとともに、第１目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第２投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｍ頭
分（ｍは２～１７の整数、かつ、ｍ＜ｎ）選択して、該選択された馬から構成される馬番
連勝複式馬券の総組み合わせを決定するとともに、第２目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第３投資条件では、前記投資条件１又は前記第２投資条件の総組
み合わせを選択し、該総組み合わせの中から少なくとも一通りの組み合わせを削除して、
前記第３投資条件の総組み合わせに設定するとともに、第３目標回収率を設定し、
　前記演算手段は、まず前記第１投資条件の演算を開始し、前記第１投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第１目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第２投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第２投資条件の演算を行う場合には、前記第２投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第２目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第３投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第３投資条件の演算を行う場合には、前記第３投資条件の総組み合
わせについて回収率を計算し、該回収率が前記第３目標回収率を満足するか否か判定し、
前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判定を満足しなけ
れば前記第３投資条件の総組み合わせからさらに少なくとも一通りの組み合わせを削除し
て、前記第３目標回収率を満足するまで前記第３投資条件の演算を繰り返し、
　確定した前記購入馬券情報は、前記外部情報交信手段によって、前記購入サーバに提供
されることを特徴とする馬券選定プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、購入すべき勝馬投票券（以下、馬券と呼ぶ）を効率良く選定するための選定
装置及び選定プログラムに関するものであり、より詳しくは、馬番連勝複式の馬券を効率
良く選定するための選定装置及び選定プログラムに関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　競馬とは、一般に、出場する競走馬の中で、どの競走馬が優勝するか又は上位で入賞す
るかを予測し、予測した競争馬に関する馬券を購入するものである。予測が的中した馬券
には、所定の倍率（オッズと呼ぶ）で配当金額が支払われる。競馬での馬券の選定にあた
っては、競馬予想紙に掲載された情報（例えば、過去の成績、現在のコンディション、体
重、年齢、騎手、調教師、トラックの状態）が通常、参考にされていた。
【０００３】
　また、従来の技術として、例えば、特許文献１に示すように、各競馬レースをパターン
化して過去のデータを集計したデータベースを生成し、これにレース直前に得られる主催
者側のオッズ情報を入力して馬券を選択する方法も提案されている。
【０００４】
　一方、特許文献２には、儲けたい金額を基に、投資をどのようにしたら効率良く回収で
きるかを楽しむことができる情報端末機器及びインターネットを用いた馬券投資支援シス
テムが提案されている。
【０００５】
　しかしながら、優勝の変動が激しい競馬においては、従来どおり競馬予想紙に掲載され
た情報のみを基に購入すべき馬券（及びその組み合わせ）を選定することは困難であると
ともに、幾つかの組み合わせの各馬券に対して計画的に投資すべき金額を決定することは
容易ではなかった。
【０００６】
　また、特許文献１のような特殊なデータベースを利用した選択方法であっても、所定回
数分の過去の記録を独自のパターンで蓄積している必要があるだけでなく、常に最新のデ
ータを入力してデータベースを更新していく必要があり、初心者にとって煩に耐えないも
のであった。
【０００７】
　さらに、特許文献２のような馬券投資支援システムを利用すれば、実際に費やす投資金
額とそれによって得られる回収金額が画面上容易に判別することができたとしても、実際
に購入すべき馬券（買目）や買目の組み合わせをどのように選択すべきか、さらに、所望
の回収率が得られない場合どのように買目を選択すべきか、回収率の値をどのように設定
すべきか、など具体的な買目選択条件や投資条件を提案するものではなかった。
【特許文献１】特開２００８－９７１９５号公報
【特許文献２】特開２００６－１６３７０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は、以上のような従来技術の問題点や欠点を改善し、競馬レース主催者
がレース前に提供する必要最低限のデータのみを利用して、所望の回収率の配当金が得ら
れるように馬券を効率よく選定するための選定装置、及び選定プログラムを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、長年に亘る競馬経験と競馬レース結果等を鋭意検討した末、（１）馬券の
時系列オッズを基づいて人気度の高い馬を数頭定め、これらを組み合わせて馬番連勝複式
の馬券を購入すると的中率が向上すること、及び（２）所望の回収率に設定し、この所望
の回収率を満足させるための方法論（投資・選定条件）を見出し、本発明を完成するに至
った。
【００１０】
　すなわち、本発明の馬券選定装置は次の１～４の構成をとるものである。
１．インターネット網を介して、少なくとも時系列オッズを含んだ競馬関連情報が蓄積さ
れたデータサーバと、競馬馬券を購入するための購入サーバと、にアクセス可能な馬券選
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定装置であって、
　前記馬券選定装置を起動又は終了を実行する起動・終了手段と、
　前記起動・終了手段によって前記馬券選定装置が起動すると、前記インターネット網を
介して、前記購入サーバに自動的にアクセスして前記購入サーバに蓄積された前記競馬関
連情報を取得して記憶手段に記憶させる外部情報交信手段と、
　ユーザからの操作を受け付けて処理を行い、かつ、少なくとも、情報確認部と、投資条
件設定部と、が設けられた操作受付処理手段と、
　投資条件の演算を行う演算手段と、
　前記演算手段での演算結果を出力するともに前記操作受付処理手段からの指示に従って
前記記憶手段に記憶された情報を出力する出力手段と、
　を備え、かつ、
　前記情報確認部は、前記記憶手段から前記時系列オッズを取得して前記出力手段に出力
し、
　前記投資条件設定部では、三つの投資条件が設定され、
　前記投資条件設定部の第１投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｎ頭
分（ｎは３～１８の整数）選択して、該選択された馬から構成される馬番連勝複式馬券の
総組み合わせを決定するとともに、第１目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第２投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｍ頭
分（ｍは２～１７の整数、かつ、ｍ＜ｎ）選択して、該選択された馬から構成される馬番
連勝複式馬券の総組み合わせを決定するとともに、第２目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第３投資条件では、前記投資条件１又は前記第２投資条件の総組
み合わせを選択し、該総組み合わせの中から少なくとも一通りの組み合わせを削除して、
前記第３投資条件の総組み合わせに設定するとともに、第３目標回収率を設定し、
　前記演算手段は、まず前記第１投資条件の演算を開始し、前記第１投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第１目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第２投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第２投資条件の演算を行う場合には、前記第２投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第２目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第３投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第３投資条件の演算を行う場合には、前記第３投資条件の総組み合
わせについて回収率を計算し、該回収率が前記第３目標回収率を満足するか否か判定し、
前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判定を満足しなけ
れば前記第３投資条件の総組み合わせからさらに少なくとも一通りの組み合わせを削除し
て、前記第３目標回収率を満足するまで前記第３投資条件の演算を繰り返し、
　確定した前記購入馬券情報は、前記外部情報交信手段によって、前記購入サーバに提供
されることを特徴とする馬券選定装置。
２．前記頭数ｎが４～１０の整数であり、かつ、前記頭数ｍが３～９の整数であることを
特徴とする前記１に記載の馬券選定装置。
３．前記時系列オッズが、レース直前での単勝式オッズであることを特徴とする前記１又
は２に記載の馬券選定装置。
４．前記第３投資条件設定での削除方法が、前記総組み合わせの人気上位又は人気下位か
ら少なくとも一通り削除することを特徴とする前記１～３のいずれか１項に記載の馬券選
定装置。
【００１１】
　また、本発明の馬券選定プログラム次の５の構成をとるものである。
５．　インターネット網を介して、少なくとも時系列オッズを含んだ競馬関連情報が蓄積
されたデータサーバと、競馬馬券を購入するための購入サーバと、にアクセス可能な馬券
選定プログラムであって、
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　コンピュータに、
　前記馬券選定装置を起動又は終了を実行する起動・終了手段と、
　前記起動・終了手段が実行すると、前記インターネット網を介して、前記購入サーバに
自動的にアクセスして前記購入サーバに蓄積された前記競馬関連情報を取得して記憶させ
る外部情報交信手段と、
　ユーザからの操作を受け付けて処理を行い、かつ、少なくとも、情報確認部と、投資条
件設定部と、が設けられた操作受付処理手段と、
　投資条件の演算を行う演算手段と、
　前記演算手段での演算結果を出力するともに前記操作受付処理手段からの指示に従って
記憶された情報を出力する出力手段と、
　を実現させ、かつ、
　前記情報確認部は、記憶した前記時系列オッズを取得して前記出力手段に出力し、
　前記投資条件設定部では、三つの投資条件が設定され、
　前記投資条件設定部の第１投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｎ頭
分（ｎは３～１８の整数）選択して、該選択された馬から構成される馬番連勝複式馬券の
総組み合わせを決定するとともに、第１目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第２投資条件では、時系列オッズの人気順の高い方から馬をｍ頭
分（ｍは２～１７の整数、かつ、ｍ＜ｎ）選択して、該選択された馬から構成される馬番
連勝複式馬券の総組み合わせを決定するとともに、第２目標回収率を設定し、
　前記投資条件設定部の第３投資条件では、前記投資条件１又は前記第２投資条件の総組
み合わせを選択し、該総組み合わせの中から少なくとも一通りの組み合わせを削除して、
前記第３投資条件の総組み合わせに設定するとともに、第３目標回収率を設定し、
　前記演算手段は、まず前記第１投資条件の演算を開始し、前記第１投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第１目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第２投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第２投資条件の演算を行う場合には、前記第２投資条件で決定され
た前記総組み合わせについて回収率を算出し、該回収率が前記第２目標回収率を満足する
か否か判定し、前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判
定を満足しなければ前記第３投資条件の演算を行い、
　前記演算手段が前記第３投資条件の演算を行う場合には、前記第３投資条件の総組み合
わせについて回収率を計算し、該回収率が前記第３目標回収率を満足するか否か判定し、
前記判定を満足すれば前記総組み合わせを購入馬券として確定し、前記判定を満足しなけ
れば前記第３投資条件の総組み合わせからさらに少なくとも一通りの組み合わせを削除し
て、前記第３目標回収率を満足するまで前記第３投資条件の演算を繰り返し、
　確定した前記購入馬券情報は、前記外部情報交信手段によって、前記購入サーバに提供
されることを特徴とする馬券選定プログラム。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下のような効果を奏する。
【００１３】
　本発明によれば、外部データとして入力する情報は、競馬主催者側がレース前に提供す
るデータ（時系列オッズデータ）のみでよく、過去の競馬レース結果を逐一分類・集計す
るなどして更新されたデータベースをさらに利用する必要はなく、競馬初心者にとっても
非常にシンプルで使い勝手のよい馬券選定装置、又は選定プログラムが実現される。
【００１４】
　また、本発明によれば、本発明の馬券選定装置の入力手段において時系列オッズデータ
を基にして馬券選定装置の画面上で馬券選定条件（買目条件や投資条件）を予め設定する
ため、本発明を利用する者は、予め得られるべき回収額を把握しながら利用者の懐に見合
った投資を行うことができるとともに、効率よく投資を分配しながら馬券を購入すること
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が可能となる。
【００１５】
　また、本発明によれば、本発明の馬券選定装置又は馬券選定プログラムを用いることに
より、少ない投資額で非常に的中率の高い馬券を選定することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を図面に示す実施の形態に基づき説明するが、本発明は、下記の具体的な
実施態様に何等限定されるものではない。なお、各図において同一又は対応する要素には
同一符号を用いる。
【００１７】
　[本発明の馬券選定装置のブロック構成]
　図１は、本発明の馬券選定装置１０の概念を説明するためのブロック構成図である。馬
券選定装置１０は、起動・終了手段１１と、外部情報交信手段１２と、記憶手段１３と、
操作受付処理手段１４と、演算手段１５と、出力手段１６と、を含む。なお、馬券選定装
置１０の各手段１１～１６は、図示しないパーソナルコンピュータに組み込まれた所定の
プログラムを該パーソナルコンピュータ内に搭載されたＣＰＵ等によって実行することに
より、構築され機能するようになる。
【００１８】
　本発明の馬券選定装置１０の外部情報交信手段１２は、インターネット網４０を介して
、日本中央競馬会（ＪＲＡ）が作成したＪＲＡ－ＶＡＮデータサーバ２０と、ＪＲＡＩＰ
ＡＴ購入サーバ３０と、に対して任意にアクセスできるようになっている。
【００１９】
　なお、外部情報交信手段１２がアクセスするサーバは、上記ＪＲＡのサーバ２０，３０
に限定されず、他の競馬主催者（例えば、地方競馬全国協会ＮＲＡ）が提供するサーバで
あってもよい。
【００２０】
　なお、ＪＲＡ－ＶＡＮデータサーバ２０から提供される情報には、出馬表、出走馬のロ
ーテション、騎手・調教師の戦績、デビュー以降の全レース成績、血統・兄弟馬、時系列
オッズ等が配信されるが、本発明の馬券選定装置１０で利用する情報は、このうちの時系
列オッズだけである。
【００２１】
　ここで、オッズ（Ｏｄｄｓ）とは、馬券を購入して当該馬券が的中した場合の配当金（
払い戻し金額）の倍率である。ここで、馬券の種類には、単勝式（単勝とも呼ばれる）、
複勝式（複勝）、枠番連勝複式（枠連）、馬番連勝複式（馬連）、ワイド、馬番連勝単式
（馬単）、３連複、３連単などがある。これら種類の馬券毎にオッズが決められている。
【００２２】
　さらに、時系列オッズとは、レース当日の朝7時からレース開始直前までの間で、競馬
主催者（日本中央競馬会）から時々刻々（約５分毎）に公表されるオッズ情報である。こ
の時系列オッズ情報が提供される馬券種類は、単勝、複勝、枠連、及び馬連の4種類のみ
である。
【００２３】
　本発明の外部情報交信手段１２は、起動・終了手段１１が起動されると、インターネッ
ト網４０を介して、ＪＲＡ－ＶＡＮデータサーバ２０に自動的かつ定期的にアクセスして
時系列オッズに関するデータを取得して、取得データを記憶手段１３に送信し、記憶手段
１３に蓄積する。
【００２４】
　また、本発明の外部情報交信手段１２は、後述する購入決定部１４ｃによって馬券の購
入が決定されると、記憶手段１３から購入馬券情報を取得し、インターネット網４０を介
してＪＲＡＩＰＡＴ購入サーバ３０にアクセスして、該購入馬券情報を提供して馬券を購
入する。
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【００２５】
　起動・終了手段１１が起動されると、メニュー画面（図示せず）が起動する。投資金額
の設定・馬券の購入を希望するユーザは、該メニュー画面上の所定のボタンを押下するこ
とにより下位の画面が表示され、これらの画面に従って希望の条件や指示が付与される。
これらの画面操作によって付与された情報は、操作受付処理手段１４に設けられた各部１
４ａ～１４ｄのいずれかに提供される。
【００２６】
　操作受付処理手段１４には、情報確認部１４ａと、投資条件設定部１４ｂと、演算開始
部１４ｃと、購入決定部１４ｄと、によって少なくとも構成されている。まず、所定時刻
の時系列オッズ情報を確認したいユーザは、情報確認部１４ａを選択することで、記憶手
段１３から該所定時刻のオッズ情報を取得し、出力手段１６によって出力・表示させるこ
とできる。
【００２７】
　次に、具体的に投資条件や買目選択を行いたいユーザは、投資条件設定部１４ｂにて所
望の条件を設定することで、これらの投資設定条件に関する情報が記憶手段１３に保存さ
れる。この投資条件設定部１４ｂにて設定する条件には、概して三つの投資設定条件があ
る（詳細は後述する）。
【００２８】
　次に、実際に上記投資条件の下で馬券を具体的に選択したいユーザは、演算手段１５に
おいて、上記投資条件の判定や馬券の組み合わせの選択・修正を行うための演算を行い、
演算結果を出力手段１６に出力・表示させるとともに、記憶手段１３に保存させる。
【００２９】
　さらに、出力手段１６の出力結果に満足し、出力結果を基に馬券の購入を決めたユーザ
は、購入決定部１４ｄを選択する。ユーザによって選択された購入決定部１４は、外部情
報データ交信手段１２に対して、記憶手段１３から購入すべき馬券情報を取得し、インタ
ーネット網４０を介して、当該購入馬券情報をＪＲＡＩＰＡＴ購入サーバ３０へ提供する
ように指示を与える。
【００３０】
　以上のように構成することにより、本発明の馬券選定装置１０は、インターネット網４
０を介して、ＪＲＡ－ＶＡＮデータサーバ２０から時系列オッズを自動的かつ定期的に取
得・保存することができる。さらに、馬券選定装置１０においては、所定時刻のオッズの
確認及び三つの投資条件の設定が可能となり、この所定時刻のオッズデータと、設定され
た三つの投資条件と、を基に、回収率（回収金額）の演算、投資条件の判定、及び購入す
べき馬券の決定と、が実行可能となる。加えて、ユーザが該馬券選定装置１０により決定
された馬券の購入を実際に望む際には、馬券選定装置１０は、インターネット網４０を介
して、購入馬券情報をＪＲＡＩＰＡＴ購入サーバ３０へ提供することが可能となる。
【００３１】
　[本発明の投資条件設定方法]
　次に、図２～図５を参照しながら本発明の投資条件設定方法について説明する。ここで
、図２は第１投資条件（ａ）と第２投資条件（ｂ）を説明するための図である。図３は第
３投資条件を説明した図であり、図３（ａ）は人気上位馬券から削除する場合を示し、図
３（ｂ）は人気下位馬券から削除する場合を示す。図４は、競馬統計データを基に作成さ
れた的中出現率を示す。図５は第１～第３投資条件を設定する為の投資条件設定入力画面
を示す。
【００３２】
　本発明の投資条件は、次の３つ投資条件によって構成される。
【００３３】
　[第１投資条件]
　（１）所定時刻の時系列オッズの人気順位を基に、第1投資条件を適用する馬の頭数ｎ
（ただし、頭数ｎは３～１８の整数）を決める。（２）人気順位の1番目～ｎ番目までの
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馬を選択した後、これらの馬によって構成された馬連式馬券について、全ての組み合わせ
を決定する。その後、（３）全ての組み合わせのどの馬連式馬券が的中しても、同じ配当
金または掛金になるように資金配分を行う。その後、（４）所望の目標回収率を満足する
か否かを判定する。（５）目標回収率を満足すれば、ここで設定した馬連式馬券の組み合
わせが購入すべき馬券となる。
【００３４】
　第1投資条件を図２（ａ）に例示する。所定時刻の単勝式オッズを基に第１投資条件に
適用する馬の頭数ｎを４と定めると、単勝式馬券の人気順位1番～４番までの馬（図示の
例では、２番、４番、１２番、１１番の馬）を選択することになる。これらの馬４頭につ
いての馬連式馬券の全ての組み合わせは６通り（６点）になる。また頭数ｎを３、又は５
に設定すると、全ての組み合わせは、それぞれ３通り又は１０通りになる。これを同じ配
当金になるように（配当均等方式で）、資金１０，０００円（実際には１０，５００円）
を資金配分すると、図２（ａ）のように約１５，０００～１６，７００円の配当金額とな
る。
【００３５】
　しかしながら、目標回収率を２００％（このとき、配当金額は２０，０００円となる）
に設定していた場合には、第１投資条件によって決定された馬連式馬券のいずれが的中し
ても、この回収率（配当金額）を満足しないため、図示の例の馬連式馬券の組み合わせで
は第１投資条件を満足しないことになる。
【００３６】
　[第２投資条件]
　（１）上述の第１投資条件を充足しなかった場合、第１投資条件で設定した頭数ｎより
小さい頭数ｍ（ただし、ｍは２～１７の整数であり、かつ、ｍ＜ｎ）を決める。次に、（
２）（２）人気順位の1番目～ｍ番目までの馬を選択した後、これらの馬によって構成さ
れた馬連式馬券について、全ての組み合わせを決定する。その後、（３）全ての組み合わ
せのどの馬券が的中しても、同じ配当金または掛金になるように資金配分を行う。その後
、（４）所望の目標回収率を満足するか否かを判定する。（５）目標回収率を満足すれば
、ここで設定した馬連式馬券の組み合わせが購入すべき馬券となる。
【００３７】
　第２投資条件を図２（ｂ）に例示する。第１投資条件に適用した馬の頭数ｎは４であっ
た為、頭数ｍを４より小さい３と定める。すなわち、単勝式馬券の人気順位1番～３番ま
での馬（２番、４番、１２番の馬）を選択することになる。これらの馬３頭についての馬
連式馬券の全ての組み合わせは３通り（３点）になる。第１投資条件と同様に、配当均等
方式を用いて、資金１０，０００円（実際には１０，２００円）を資金配分すると、図２
（ｂ）のように約２２，０００～２３，５００円の配当金額となる。
【００３８】
　この結果、目標回収率を２００％（配当金額は２０，０００円となる）に設定していた
場合には、第２投資条件によって決定された馬連式馬券のいずれもが的中しても、この回
収率（配当金額）を満足することになるため、図示の馬連式馬券の組み合わせで第２投資
条件を満足することになる。
【００３９】
　なお、目標回収率を２５０％に設定していた場合には、図示の馬券組み合わせでは第２
投資条件を満足しないことになる。
【００４０】
　さらに、第２投資条件では、上述のように、第１投資条件よりも必然的に総組み合わせ
の数が減ることになることから、的中率の面では低下する傾向となる。従って、的中率も
なるべく高く維持しておきたい場合には、第２投資条件の目標回収率を第１投資条件の目
標回収率より低く設定しておくことが有効である。例えば、第１投資条件の目標回収率が
２００％であった場合には、第２投資条件の目標回収率を約１７０～１８０％に設定する
ことが好ましく、第１投資条件の目標回収率が３００％であった場合には、第２投資条件
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の目標回収率を約２００～２５０％に設定することが好ましい。
【００４１】
　[第３投資条件]
　（１）第１投資条件で決定した馬券の全て組み合わせ、又は第２投資条件で決定した馬
券の全て組み合わせを選択する。（２）選択した全ての組み合わせのうち、人気上位又は
下位の組み合わせを減らして、第１・第２投資条件の場合と同様に投資配分して配当金額
を再計算する。（３）計算された配当金額が第１投資条件又は第２投資条件で設定した目
標回収率を満足するか否かを判定する。（４）目標回収率を満足しない場合には、目標回
収率を満足するまで上記（２）及び（３）の処理を繰り返し再度実行する。
【００４２】
　図３は第３投資条件を説明した図であり、（ａ）は馬券組み合わせを馬連式馬券の人気
上位から削除した例を示し、（ｂ）は人気下位から削除した例を示す。この例（ａ）では
、上述の第１投資条件の全ての組み合わせ（６通り）を選択して、人気上位の馬券一通り
分を削除して配当金額を再計算すると、目標回収率（２００％以上）や目標配当金額（２
０，０００円以上）が満足することがわかる。この（ａ）人気上位削除処理により、購入
すべき馬券が確定することになる。
【００４３】
　一方、人気下位の馬券一通り分を削除して同様に再計算しても、配当金額が目標回収率
（２００％以上）を充たさないことから、さらに人気下位の馬券の組み合わせを削除して
再計算することを繰り返す（図３（ｂ）の例では３回）と、最終的に目標回収率（目標配
当金額）を充たすようになることがわかる。この（ｂ）人気下位削除処理によっても、購
入すべき馬券が確定することになる。
【００４４】
　[頭数ｎ又はｍの好適範囲]
　時系列オッズ情報を基に第１・第２投資条件において定める時系列オッズの人気馬の頭
数ｎとｍとの範囲は、上述したように、それぞれ、ｎ＝３～１８と、ｍ＝２～１７と、で
ある。しかしながら、本願の発明者は、長年蓄積した競馬データの検討の末、頭数ｍ、ｎ
として、ｎ＝４～１０、ｍ＝３～９がより好適であることを見出している。
【００４５】
　図４は、本願の発明者が長年蓄積した競馬統計データを基に作成した的中出現率を示す
。例えば、時系列オッズにおける馬の人気順位の馬を１位と２位とだけ選択した場合には
、頭数は２となり、馬連式馬券の総組み合わせは１通り（１－２）となる。このときの的
中出現率は、図から１４．５％のみであることが読み取れる。
【００４６】
　また人気順位の馬を１位～３位だけ選択した場合には、頭数は３となり、馬連式馬券の
総組み合わせは３通り（１－２、１－３、及び２－３）となる。この３通りの的中出現率
は、それぞれ、１４．５％、９．６％、６．６％となり、合計３０．７％となる。
【００４７】
　同様にして、頭数を４とすると、馬連式馬券の総組み合わせは６通り（１－２、１－３
、２－３、１－４、２－４、及び３－４）となる。この６通りの的中出現率は、図からそ
れぞれ、１４．５％、９．６％、６．６％、８．０％、４．０％、３．５％であり、合計
４６．１％となることが読み取れる。
【００４８】
　同様にして、頭数５～１０とすると、馬連式馬券の総組み合わせは、それぞれ、１０、
１５、２１、２８、３６、４５通りとなる。これらに対応する的中出現率の合計は、図か
らそれぞれ、５９．７％、６８．９％、７７．６％、８３．６％、８９．１％、９２．４
％となることが読み取れる。
【００４９】
　従って、頭数ｎ＝４～１０の値に限定しても（これらの頭数を基に馬連式馬券を購入し
ても）、的中出現率の合計は４６．１％～９２．４％の確率となっていることが実証され
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ている。従って、頭数ｎを上記好適範囲に限定することで、的中率を十分高く維持しつつ
余分な投資（馬券購入）を抑制することが可能となる。
【００５０】
　[投資条件設定入力画面]
　図５は、上述した第１～第３投資条件を設定する為の投資条件設定入力画面１００（グ
ラフィカルユーザインターフェイス）の一例を示す。この入力画面１００は、図１の投資
条件設定部１４ｂを実行させることよって、例えば、パーソナルコンピュータの画面上に
表示させることが可能になる。
【００５１】
　まず、投資条件設定入力画面１００の右側には、オッズ取得基準設定ボックス１１０と
、第1投資条件設定ボックス１１１（図中、「投資パターン１」と表示）と、第２投資条
件設定ボックス１１２（図中、「投資パターン２」と表示）と、第３投資条件設定ボック
ス１１３（図中、「投資パターン３」と表示）と、が設けられている。これらのボックス
１１０～１１３においては、先述した第１投資条件の演算、第２投資条件の演算、又は第
３投資条件の演算に使用されるパラメータが設定される。
【００５２】
　具体的には、オッズ取得基準設定ボックス１１０では、各投資条件で利用する時系列オ
ッズの時刻と馬券種類との選択が可能となる。
【００５３】
　第1投資条件設定ボックス１１１や第２投資条件設定ボックス１１２では、時系列オッ
ズから得られる人気度の高い馬をチェックボックス形式で選択でき（これにより上述の頭
数ｎやｍが定まる）、目標回収率をプルダウン形式で定めることができる。また、上述の
例では説明しなかったが、時系列オッズが極端に小さい又は大きい馬連式馬券（例えば、
図示のように１０．０未満や４０．０以上のオッズとなる馬券）を必要に応じて排除でき
るように、プルダウン形式のフィルタリングを実行することができる。
【００５４】
　第３投資条件設定ボックス１１３では、上述の第３投資条件の演算を実行するためのパ
ラメータを設定することができる。具体的には、上述した、総組み合わせの一部を削除す
る方法（削除上位又は削除下位）の選択と、第１投資条件の馬券組み合わせ又は第２投資
条件の馬券組み合わせの選択と、を設定することができる。
【００５５】
　なお、投資条件設定入力画面１００上の左端に設けられたレース設定ボックス１０１に
おいては、本発明の馬券選定装置１０を適用する競馬レース会場及びレースの指定が可能
となる。また、投資条件設定入力画面１００の中央には、損失繰越設定ボックス１０２、
資金設定ボックス１０３、及び投資終了条件設定ボックス１０４が設けられている。損失
繰越設定ボックス１０２では前回レースでの損失繰越の要否を選択することが可能となり
、資金設定ボックス１０３では、配当均等式もしくは掛金均等式の選択、又は追上げ機能
の要否の選択することが可能となる。また、投資終了条件ボックス１０４では、本発明の
馬券選定装置１０（馬券選定プログラム）を利用した投資が終了する条件を決定すること
ができる。例えば、図５に示すように、的中回数、不的中回数、利益率、又は総資産の値
を条件にして馬券選定プログラムを終了させることが可能となる。これにより、ユーザは
、自分の懐に見合った形で馬券選定プログラムを賢く利用することができるようになる。
【００５６】
　[本発明の馬券選定装置の投資演算処理]
　図６は、本発明の馬券選定装置１０の処理を示すフローチャートである。馬券選定装置
１０は、図１に示すような起動・終了部１１を実行すること（例えば、図示しないパーソ
ナルコンピュータに電源を投入し、このパーソナルコンピュータに組み込まれた馬券選定
プログラムに関連した画面アイコンを押下すること）により起動する（ステップＳ１）。
馬券選定装置１０が起動すると、外部情報交信手段１２が、インターネット網４０を介し
てＪＲＡ－ＶＡＮデータサーバ２０に自動的かつ定期的にアクセスして、競馬主催者が提
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供する時系列オッズを取得し、記憶手段１３に保存する（ステップＳ２）。
【００５７】
　次に、情報確認部１４ａは、ユーザからの指示に従って、記憶手段１３によって保存さ
れた所定時刻の時系列オッズを人気順にソートして（並べ替えて）、画面上に表示させる
ことができる（ステップＳ３）。これにより、ユーザは画面上の時系列オッズを参考にし
ながら、後述する投資条件を設定することが可能になる。
【００５８】
　ここで、ステップＳ３を実行するにあたって、ユーザは所定時刻と馬券種類とを指定し
て、時系列オッズを画面上で確認することができる。図７は、所定時刻（７時２６分）に
おいて、人気順位の高い方から並べ替えて表示した（ａ）単勝式オッズと、（ｂ）複勝式
オッズと、を示した図である。
【００５９】
　次に、投資条件設定部１４ｂは、例えばパーソナルコンピュータの画面上に図５に示す
ような投資条件設定の為の入力画面１００を表示させ、投資条件に必要なパラメータの設
定及び登録を可能とする（ステップＳ４）。なお、ユーザによるに投資条件の設定及び登
録が済むと、投資条件設定部１４ｂは、設定されたパラメータ等の投資条件設定情報を記
憶手段１３に保存する。
【００６０】
　次に、演算開始部１４ｃが、ユーザの指示を待って、第１～３投資条件の演算を開始す
る（ステップＳ５）。
【００６１】
　まず、第１投資条件の演算（ステップＳ６）においては、ステップＳ４において設定さ
れた頭数ｎを基に、馬連式馬券の総組み合わせを算出し（ステップＳ６ａ）、総組み合わ
せの各馬券の回収率を算出する（ステップＳ６ｂ）。これらの回収率がステップＳ４にお
いて設定された目標回収率を満足するか否か判定する（ステップＳ６ｃ）。判定した結果
、目標回収率を満足すれば、購入すべき馬券が確定することになる（ステップＳ９）。ま
た、満足しない場合には、ステップＳ７の第２投資条件の演算を開始する。
【００６２】
　第２投資条件の演算（ステップＳ７）においては、ステップＳ４において設定された頭
数ｍを基に、馬連式馬券の総組み合わせを算出し（ステップＳ７ａ）、総組み合わせの各
馬券の回収率を算出する（ステップＳ７ｂ）。これらの回収率がステップＳ４において設
定された目標回収率を満足するか否か判定する（ステップＳ７ｃ）。判定した結果、目標
回収率を満足すれば、購入すべき馬券が確定することになる（ステップＳ９）。また、満
足しない場合には、ステップＳ８の第３投資条件の演算を開始する。
【００６３】
　第３投資条件の演算（ステップＳ８）においては、ステップＳ６及びＳ７によって算出
された第１投資条件又は第２投資条件の馬券の総組み合わせのいずれかを選択する（ステ
ップＳ８ａ）。ステップＳ８ａにおいて選択した総組み合わせのうち、人気上位又は人気
下位から少なくとも一通りの馬券を削除して、回収率を再計算する（ステップＳ８ｂ）。
そして、ステップＳ４で設定した目標回収率を満足するか否か判定する（ステップＳ８ｃ
）。判定した結果、目標回収率を満足すれば、購入すべき馬券が確定することになる（ス
テップＳ９）。また、満足しない場合には、演算結果が目標回収率を満足するまでステッ
プＳ８ｂ及びＳ８ｃを繰り返すこととなる。
【００６４】
　以上のように、本発明の馬券選定装置１０の投資演算処理を実行することにより、購入
すべき馬券の組み合わせを決定することが可能になる。
【００６５】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下のような効果を奏する。
【００６６】
　本発明によれば、外部データとして入力する情報は、競馬主催者側がレース前に提供す
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るなどして更新されたデータベースをさらに利用する必要はなく、競馬初心者にとっても
非常にシンプルで使い勝手のよい馬券選定装置、又は選定プログラムが実現される。
【００６７】
　また、本発明によれば、本発明の馬券選定装置の入力手段において時系列オッズデータ
を基にして馬券選定装置の画面上で馬券選定条件（買目条件や投資条件）を予め設定する
ため、本発明を利用する者は、予め得られるべき回収額を把握しながら利用者の懐に見合
った投資を行うことができるとともに、効率よく投資を分配しながら馬券を購入すること
が可能となる。
【００６８】
　また、本発明によれば、本発明の馬券選定装置又は馬券選定プログラムを用いることに
より、少ない投資額で非常に的中率の高い馬券を選定することが可能となる。
【００６９】
　なお、２００７年に開催された競馬レース（計３４５１レース）のうち本発明の馬券選
定装置１０を利用して購入した馬券の的中回数は１２２１回（すなわち、的中率は約３５
％）であった。
【００７０】
　本発明は前述の実施態様に限定されることなく、特許請求の記載した発明の範囲内で種
々の変更が可能であり、これらの変形例も本発明の範囲に含まれることはいうまでもない
。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の馬券選定装置１０の概念を説明するためのブロック構成図である。
【図２】第１投資条件（ａ）と第２投資条件（ｂ）を説明するための図である。
【図３】第３投資条件を説明した図であり、図３（ａ）は人気上位馬券から削除する場合
を示し、図３（ｂ）は人気下位馬券から削除する場合を示す。
【図４】競馬統計データを基に作成された的中出現率を示した図である。
【図５】第１～第３投資条件を設定する為の投資条件設定入力画面を示す。
【図６】本発明の馬券選定装置の処理を示すフローチャートである。
【図７】所定時刻において、人気順位の高い方から並べ替えて表示した（ａ）単勝式オッ
ズと、（ｂ）複勝式オッズと、を示した図である。
【符号の説明】
【００７２】
　１０　馬券選定装置
　１１　起動・終了手段
　１２　外部情報交信手段
　１３　記憶手段
　１４　操作受付処理手段
　１４ａ　情報確認部
　１４ｂ　投資条件設定部
　１４ｃ　演算開始部
　１４ｄ　購入決定部
　１５　演算手段
　１６　出力手段
　２０　データサーバ（ＪＲＡ－ＶＡＮデータサーバ）
　３０　購入サーバ（ＪＲＡＩＰＡＴ購入サーバ）
　４０　インターネット網
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